







その他のタイトル Bodhisattvasila and Mahasamathavipasyana :














講義』（1803 年 2 月 24 日付）であった．『理趣経』は真言宗の常用経典であり，
また悉曇学者としての慈雲が最晩年に到達した境地は「還梵」という次元であ
るということが，特に強調されていたのである 3．




































顗（538 － 598）の著述になる「法華三大部」〔『法華玄義』10 巻（593 年）・『法












































































































体者が地涌の菩薩であることが説かれ〔法師品第 10 －従地涌出品第 15〕，さ
らに釈尊のもつ永遠の生命が説かれ〔如来寿量品第 16〕，それを信受する者
の功徳が説かれ〔分別功徳品第 17 －法師功徳品第 19〕，地涌の菩薩とその他
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すべての菩薩に『法華経』が付嘱される〔常不軽菩薩品第 20 －嘱累品第 22〕．
以上が「前霊山会」および「虚空会」までの内容であり，『法華経』の主たる
内容は，この「虚空会」までで尽くされているとされる 10．これに続く薬王菩























































































































































































































































































































































































































　　 慧遠法師（333 － 416）－竺道生法師－法達（法穎？）禅師（415 － 482）
－僧祐律師（445 － 518）－道洪律師－智首律師（567 － 635）－南山徴照


































































































































































天台の諸学僧たち，たとえば園城寺法明院の学匠敬光（1740 － 1795）28 らとは







































































と「梵学津梁」の世界─』（2010.10.04 ～ 10.29 筑波大学附属図書館中央図書館
貴重書展示室にて開催）図録〔全；1 － 36 頁〕，2010 年）を参照．
3  この間の経緯に関しては，拙稿「慈雲さんのこと─拙著『ハンガリーのギリシア・




62, 1 － 41, 2012 年を参照．
5  上に引いたもの以外に，拙稿「慈雲尊者と戒律の系譜─筑波大学所蔵・慈雲自
筆本『法華陀羅尼略解』を基に─」，筑波大学大学院人文社会科学研究科文芸・
言語専攻紀要『文藝言語研究　文藝篇』60, 1 － 26, 2011 年，同じく拙稿「慈雲
の法統─「正法律」の位置づけをめぐって─」，筑波大学大学院人文社会科学研
究科古典古代学研究室刊『古典古代学』第２号，79 － 105, 2010 年をも参照．
6  木南卓一編『慈雲尊者法語集』（三密堂書店，1961 年），349 － 357 頁に所収．
7  『慈雲尊者全集』首巻 219 頁以下に所収．
8  前掲木南編書，381 頁を参照．
9  なお，天台思想の一般的理解に有益な参考書として，鎌田茂雄『天台思想入門』（講
談社学術文庫，1984 年）．
10 菅野博史『法華経入門』（岩波新書，2001 年），74 頁を参照．
11 色井秀譲『戒灌頂の入門的研究』（東方出版，1989 年），146 頁を参照．
12 大久保良峻編著『新・八宗綱要』（法蔵館，2001 年），65 － 66 頁を参照．
13 渡辺照宏『仏教』（岩波新書，1974 年），192 頁以下を参照．
14 前掲色井著書，161 頁を参照．




18 徳田明本・唐招提寺編『唐招提寺』（学生社，1998 年），41 頁を参照．
19 鎌田茂雄訳注『八宗綱要』（講談社学術文庫，1981 年），143 頁を参照．
20 塚本善隆「中国仏教史における鑑真和上」（平岡定海・中井真孝編『日本名僧論
集第一巻　行基・鑑真』〔吉川弘文館，1983 年〕，244 － 257 頁所収），253 頁を
参照．
21 道端良秀「大乗菩薩戒と社会福祉」（前掲平岡・中井編書 324 － 343 頁所収），
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61, 1 － 81, 2012 年および同「呉音から西洋古典語へ─第２部　梵語語基表と呉
音読み漢字索引─」，筑波大学大学院人文社会科学研究科文芸・言語専攻紀要『文
藝言語研究　文藝篇』61, 67 － 120, 2012 年を参照．
